
The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

78 第 32回 年 次大会講 演要 旨

され，そ の 大半 の 株が マ イ コ トキ シ ン を産生 する こ

と が明 らか に な っ た ．
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7． 出現時期の 異な る コ ク ゾウ ム シ成虫の 越冬 とその 後の 生存 に つ い て

今村太郎
゜ ・宮 ノ 下明大 （農研機構　食品総合研究所）・松阪 守 ・峯岸利充（国際衛生 株式会社）・

　　　中北 　宏 （っ くば防虫協議会）

　 コ クゾ ウ ム シ は冬季に は成虫が倉庫か ら這い 出 し，

越冬場所 に 移動 して 越 冬す る と 占 くか ら言 わ れ て い

る．近年 ，演者 らの グ ル
ープ は茨城県 内 の 倉庫 の 調

査 に よ っ て ，
コ ク ゾ ウ ム シ 成虫が倉庫か ら脱出 し，

コ ン ク リ
ー

ト ブ ロ ッ ク の 下 など で 集 団越 冬す る こ と

を確認 した．また コ ク ゾ ウ ム シ 成虫の越冬に は水分

が 重要で あ る こ と も報告 さ れ て お り，昨年 は コ ク ゾ

ウ ム シ
，

コ コ ク ゾ ウ ム シ
，

コ ク ヌ ス トモ ドキ が水分

を与 え た 場合 に越冬 可能か を報告 した．今回は 出現

時期の異な る コ ク ゾ ウ ム シ成虫に 水分を 与え た 条件

で 越冬 の 試験を行 っ た．

　 コ ク ゾ ウ ム シ は試験場所 と な る茨城県つ くば市 の

食品総 合研究所敷地 内 に 設 置 され た ス チ
ール 製倉 庫

内 で 飼 育 し，7月 2〜9日，8月6〜20日，9月 10〜24日，

10月 15〜29日 に 出現 した成虫を試験 に用 い た （以 降，

そ れ ぞ れ 7月 ， 8月 ， 9月 ， 10月に 出現 し た 成虫 とす

る）．試験 に 用い た成虫 は試験 日ま で 水を与え て 飼

育 し た ．L21 ．4 × W14 ．5 × H12 ．8　cm の 角形 プ ラ ス

チ ッ ク容器 （容量 3L ）に 丸型 プ ラ ス チ ッ ク容器 （内径

12．8cm × 高 さ 7．2cm ）を二 っ 入 れ ， 丸型 容器 の 片

方に は玄米 50g，も う片 方 に は給水 容 器 を入 れた．

そ こ に そ れぞ れ の 出現時期 の コ ク ゾ ウ ム シ 成虫を 15

対放 した （8反復）．試験 は 2009年 11月4日 に開始 し た．

4週間お き に 生 存 して い る成虫数を数え ， そ の都度

玄米 は新 しい もの と交換 した ，

　全て の 出現時期の コ ク ゾ ウ ム シ 成虫で越冬で き る

も の が い た ． しか し， 8〜10月 に 出現 した成虫 の

2010年 4月 21日ま で の 生存率 は 50％以 上で あ っ た の

に 対 し，7月 に 出現 した成 虫 は20％以 下 で あ っ た．7，

8月 に 出現 した成虫 は 夏 の 問 に 全 て 死亡 した が ，9，

10月に 出現 した成虫 は ご く少数が生 き残 り，2度 目

の 越冬期を迎 え た．
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8 ． LED 照 明に 誘 引 され る昆 虫類

木村悟朗
O ・春成常仁 ・亀沢一公 ・伯耆田勇

一 ・谷川　力 （イ カ リ消毒株式会社）

　屋外 へ 侵入 して くる昆虫類の要因 の ひ と つ に灯火

へ の飛来が あ る．夜間活動性昆虫が 主 に近紫外線 に

正 の 走光性を 示す こ と を利用 し て ，誘 虫灯 な ど に よ

る モ ニ タ リ ン グや補殺が 行わ れ て い る．ま た ，紫外

線を カ ッ トす る フ ィ ル ム や ラ ン プ な どを用 い た防虫

対策 も盛ん で ある．近年，次世代 の 照 明 と して 急速

に 普及 しっ っ あ るLED （Light　Emitting　Diode）の

特徴 の ひ とっ に，紫 外線 が少な い ま た は 波長 を容 易

に 制御 で き る こ と が 挙 げ られ る ．本研究 は ， LED

照明に誘引さ れ る昆虫類を明 らか に す るた め に ，夏

季 に 印旛 沼湖岸 に お い て 飛来調査 を行 っ た．飛来昆

虫を 捕獲 す る た め に，LED 照 明 の 周 り に 粘着 シ
ー

ト （粘 着部 の 合 計 O．20　m2 ）を配 置 した．調査 は 日没

30分前 か ら 日 没 2時間後 ま で 行 っ た．照 明 は 15分間

隔で点灯 と消灯を繰 り返 し， 消灯時に粘着 シー トを

交 換 し た ．LED 照 明 へ の 飛 来数 は 日 没 直後 に 急増
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した，8月2日 の 調査 で は，総捕獲数が約 600個体 で

あ り，
ユ ス リ カ 科が 85％以上 を 占め て 優 占した．ま

た ，ユ ス リカ 科以 外の ハ エ 目も多 く， ハ エ 目の み で

総捕獲数 の 94％以上 に 達 し た ．大会 で は，他 の 光源

との 比較な ど に っ い て も報告する ，
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9．米穀生産地倉庫に お ける貯穀害虫の 周年動向に 関する調査 （第4報）

　　ノ シメ マ ダ ラ メ イ ガの モ ニ タ リ ン グ及 び発生源 に つ い て の 解析

峯岸利充
Q ・松阪 守 ・三 E憲治 （国際衛生 株式会社）・中北　宏 （つ くば防虫協議会）・

　　　　　　 宮 ノ 下 明大 ・今村太郎 （農研機構　食品総合研究所）

　演者 ら は ，2005年 9月〜2006年8月に 低温倉庫 に お

け る貯穀害虫の 種類 と個体数に っ い て 各種 ト ラ ッ プ

を用 い て 周年調査を行 い ，低温倉庫下屋 に お い て ，

コ ク ゾ ウ ム シ の 発生が最 も多 く（全捕獲個体数 の 40

％），次 い で 16％（成虫 15％， 幼 虫1％）を 占め た ノ シ メ

マ ダ ラ メ イ ガが 二 番 目に 多 い こ とを確 認 した（家屋

害虫VoL31 ，27− 36）． こ の 内， コ ク ゾ ウ ム シ に 関

し て ，そ の 季節的挙動並 び に PGP に よ る IPM に っ

い て 前報ま で に 口 頭発表 し た．今報 で は， ノ シ メ マ

ダ ラ メ イ ガ に 関 し て ，2008年 1月 〜 2009年 12月ま で

に季節的変動及び発生源 に つ い て 調査 を行 っ た の で

紹介す る．

　方法 ：茨城県南西部米生産地帯 に立地する低温倉

庫下屋 と カ ン ト リ
ー

エ レ ベ ー
タ（CE）を対象 に ト ラ ッ

プ類 に よ る定点的観測場所 と して ，下屋 に お い て は

低温 倉庫 の 境界 ドア 2箇 所 に ，ま た，CE で は，一階

搬入 口 付近及 び 最上階 サ イ ロ 上部 の 2箇所 に 性 フ ェ

ロ モ ン ト ラ ッ プ（ガチ ョ ン ：富士 フ レ
ーバ ー

製）とベ

イ ト ト ラ ッ プ （15cm 四方 の 金 網袋 に 玄米 100　g 封

入）を設置 した．なお，CE 一
階施設中央部付近に は

フ ェ ロ モ ン トラ ッ プ の みを設置 した．各 ト ラ ッ プ は

1 ヶ 月 ご と に 更新 し， フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に お い て

は回収後 に 捕 獲数を カ ウ ン ト し，ベ イ ト ト ラ ッ プ は

25℃定温 器 に 1 ヶ 月以上 放置 し，発生す る個体数を

調 査 し た ．一方，発 生源調 査を 目的に CE で は 定点

観 測場所 に 加 え て ，2009年 5月 か ら11月 の 間 に 大型

の 粘着板 を有す る性 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ （ス トア
ー

ガ ー
ド ：Tr6c6製）を各階約 7．5〜9　m 聞隔 で 41箇所

に設 置 し， 1 ヶ 月 ご と に 回収 と更新を行 っ た ．原則

と し て 各定点観測 場所 に は，温度記 録計 （お ん ど と

り ：T＆D製）を設 置 し，期間中 の 温 度を測 定 した．

　結 果 ：下屋 の フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る定点観測

か ら越 冬幼虫 の 羽化個体 は 4月に 確認 さ れ，そ の ピー

ク は 5月に生 じ，さ らに ，そ の 次世代は夏季の 高温 ・

湿潤下 で 繁殖 し8月に 大 き な ピーク を作 っ た 後， 10
〜11月に 休眠 へ と向か う こ と が 判明 し た． こ れ に対

し， ベ イ ト ト ラ ッ プ で の 捕獲は少 な く，確認 さ れ た

の は 2008年8月の 2頭の み で あ っ た ． こ の こ と か ら，

ド屋 捕獲 個体 の 多 く は フ ェ ロ モ ン に 誘引 さ れ た 外部

か ら の飛来雄成虫 と考え ，そ の発生場所 は隣接す る

CE と 推測 し，そ こ で の 定点観 測 を始め た．そ の 結

果、得 られ た 2008年度 の CE の 捕獲個体数 の 挙動 は

同時期 の 下屋 の 発生 消長 に 良 く シ ン ク ロ ナイ ズ して

い る こ と が 判明 した．そ の た め ，CE環 境 の 成虫個

体数 の 密度を多数 の フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ の 設定で 制

御す る こ と で下屋 の 捕獲数 に ど の よ う に影響す る か

を 2009年5月か ら11月 ま で 調査 した． ノ シ メ マ ダ ラ

メ イ ガ の オ ス 成虫が CE の 多数 の ト ラ ッ プ に 誘引さ

れ下屋 の 捕獲数を低下さ せ る もの と 予測 し た が ，逆

に 捕獲 数 は 2008年 よ り増加 して い た ． しか し，CE

の ベ イ ト ト ラ ッ プ か ら搬入 口 付近 で 2009年5月 に 4頭，

8月 に 98頭 の 幼虫が 捕獲 さ れ，雌成虫 の 繁殖活動 を

確認 し た ． こ の こ と か ら，CE は 発生 源 と し て の 可

能性 は捨 て きれ な い と い え る．
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